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１．はじめに 

編集委員長から頂いた執筆依頼は「新・会員の自慢とい

うタイトルですが，会員紹介のページ，という解釈で，そ

して気楽な（ゆるい）イメージで執筆して下さい」という

ことでした。ですので，論文等では有り得ないゆるゆるの

口語調で書かせてもらいます。諸説ある内容や個人の意見

を多分に含みますが，エビデンスの提示等は行っておりま

せん。また，タイトルや本文中にパクリと思しき表現があ

るかも知れませんが，インスパイアおよびオマージュとい

うことでお許し下さい。 

書こうとしていることは，凡庸な人間が人生の様々な

局面で多くの人に助けられ，ラッキーも重なり，うまく滑

りこんだ，絶望しても隣には希望があった，食っていくた

めに必死にあがいた，そしてその先に新しいキャリアが開

けた，という話です。これまでの半生を振り返りながら，

その時々の心の内や本音をさらけ出すことで，日本緑化工

学会の若い（若くなくても）会員の方たった一人でも良い

ので，自分のキャリアに疑問を持っているとか，将来，何

をやりたいのか分からない，やりたいことはあるけど，そ

こへの一歩を踏み出せない，というような方の背中を押す

ための一助とでもなれば良いなぁ，と思って書きます。 

２．滑り込みの人生 

武蔵工業大学（現東京都市大学）の電子通信工学科を卒

業し，米系の半導体・通信機メーカーであるモトローラ社

に入社したのは 1992 年のことでした。翌年からは職場に

全く後輩が入社してこなくなり，目の前で日本のバブル経

済は崩壊しました。ギリでバブル期に滑り込んだところか

ら私の社会人生活は始まりました。後になって就職氷河期

の方々からは，やれ「バブルだから」だの「バブルのくせ

に」だのと揶揄されることも多々ありましたが，とにかく

滑り込めました。 

日本での 11 年間の社会人生活の後，2003 年に脱サラ

し て State University of New York College of 

Environmental Science and Forestry (SUNY-ESF)の大

学院に滑り込みました。運よく棒だか箸だかに引っかかっ

た，という感じもあります。アメリカの大学院 10 校に願

書を送り 2 勝 7 敗と大きく負け越しました。残りの 1 校

は Yale 大学環境スクールのウェイティングリストに残っ

たことで１分けとでも言いたいところですが，相撲で言え

ば行司の軍配に物言いがついてビデオ判定の末，軍配通り

負け，といったところで 10 日目に負け越しでした。でも

1 勝だけでも大学院に入学はできたので，番付を落とすこ

とにもならなかった，とも言えます。 

後でも述べますが在学中にキャンパス内にある US 

Forest Service（FS）にリサーチアシスタント（RA）とし

て雇用されたのも，降って湧いた様な話で，滑り込んだと

いうか，転がり込んだ，といったところでした。 

2017 年にアメリカでの永住権（グリーンカード）を取

得したのですが，申請はその前年の 2016 年に済ませてい

ました。その年に大統領選があり「アメリカをもう一度グ

レートに」というあの方が大統領に選出されました。翌年

からは外国籍の人間への風当たりが強くなったのは，今

2025 年と同じ状況です。うまく滑り込めました。 

３．絶望の隣は希望か 

私が社会人生活の中で最大級に絶望したのは転職の失

敗でした。モトローラの次には先に転職していた先輩の紹

介でソニー株式会社に転職しました。問題はその後で，IT

コンサルタントという肩書と高給に目がくらんで，アクセ

ンチュア株式会社なる米系の IT コンサル企業に転職した

のです。それまでは無線機，IC カード，携帯電話等の組

み込みソフトウェアのコードをひたすら書く仕事でした

が，アクセンチュアで求められたのは全く異なるスキルセ

ットでした。「ロジカルシンキング」やら「クリティカル

シンキング」なる手法を用いて，ひたすら思考し，その思

考をパワーポイントで「絵」にする。お客さんの接待飲み

会等を除けばこれが仕事の全てでした。描かれたパワーポ

イントは「紙」と呼ばれ，やれ「紙できたか？」とか「紙

直し入れたか？」などという言葉が飛び交い，「絵にでき

ない思考は，思考ではない」という正しい様な正しくない

様な言葉を浴びせられ続けました。労働基準法を無視した

労働時間と「お前の時給は銀座の飲食業の女性より高いん

だから，それに見合った仕事をしろ」というプレッシャー

の中での紙描きを強いられる毎日でした。当時は「ブラッ

ク企業」や「パワハラ」という言葉はありませんでした。 

携帯電話の研究・開発のバックグラウンドを買われて

IT コンサル企業にマネージャーとして華々しく転職した

つもりが，全くの畑違い，業界用語違いでした。仕事が終

会員の自慢 新 
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わって夜中に会社ご用達のタクシーで小一時間の帰途に

つくわけですが，運転手さんが用意してくれているビール

1 缶と柿ピー2 袋だけが隣にある希望でした。 

それでもなんとか食らいつくしかなく，疲弊した週末

や通勤中にもコンサル系のノウハウ本や企業戦略本を読

み続け，必死に勉強しました。全然面白くなかったです。

分かり易く人生の挫折，絶望でした。人は追い込まれると

開き直るしかないのか，「この歳になってどの道，睡眠時

間も精神も削って必死に勉強し直さなきゃならないんだ

ったら，本当にやりたいことをやってやれ」と思うように

なり絶望の隣に淡い希望が湧き出てきました。 

SUNY-ESF からの合格通知には Teaching Assistant

（TA）の採用通知も同封され，授業料は全額免除，さら

に少ないながらも給与を得られる，という条件でした。希

望が湧きました。しかし，絶望の隣に希望があるというこ

とは，希望から見たら隣に絶望があるということです。渡

米を控える私に 1 通の E メールが届きました。私を留学

生として受け入れてくれるはずの教授が大学キャンパス

内の駐車場で倒れ帰らぬ人となった，というのです。留学

は白紙撤回になるのでしょうか，絶望です。しかし，隣の

オフィスの Dr. Chuck Kroll が「うろたえるな，俺が面倒

みてやる」と E メールをくれました。またも希望が隣に

ありました。 

４．再チャレンジ不可能な社会 

日本の学生時代に，あるニュース番組でごみ問題を取

り上げているのを見て「そこは何とかしなきゃだよな」と

ぼんやりと考えていました。ITC 技術によりエンターテイ

メントや文化の発展に貢献することも，生活を便利にする

新たな技術やサービスを提供することも，社会にとって価

値のあることなのですが，私はそこでの仕事は，大量消費

社会に寄与する側面があると感じていました。俺はごみを

増やしている側にいる，と。キャリアをリセットするなら

もっと直接的に社会貢献したり，地球環境を守ったりする，

そんな仕事に就きたい，と強く思うようになりました。 

仕事を辞め退路を断ち，IT 系から環境系のエンジニア

へとキャリアチェンジしようと，私は人生の崖っぷちに立

ちました。2002 年のことです。当時の日本には異なる分

野にスムーズに転身できる仕組みは恐らくありませんで

した。「再チャレンジ不可能な社会」です。そこで元々海

外志向が強くて，日本を飛び出したい願望も強かったので，

「アメリカに留学してキャリアチェンジしてやれ」と思う

ようになりました。今は「再チャレンジ可能な社会」「人

への投資やリスキリング」といった言葉が政治の世界で聞

かれる様になり，日本の社会も変わったのでしょう。 

キャリアチェンジするにあたってまずやったのは，皮

肉にも「絵」を描くことでした。自分の社会人としてのバ

ックグラウンドを整理し，どんな授業を受ければそれを活

かせるのか，これからのキャリアに繋げるにはどんなスキ

ルを身に着けるべきか，そして将来的にどんな職種や就職

先を目指せるのか，そうしたことを思考して絵にしました。

IT 系のバックグラウンドしかなかったので，環境系エン

ジニア転身には GIS やリモートセンシング等の IT 技術

に近い分野に頼るしかありませんでした。そして，この紙

を携えてアメリカ横断のキャンパスビジットツアーに出

かけたのです。アドミッションオフィスや教授陣，さらに

は若い日本人留学生にまでとにかくプレゼンしまくりま

した。IT コンサルから無職へと転落する中で，どこかの

棒か誰かの箸にでも引っかかってくれ，と。 

当時，経済的に救ってもらったのは厚生労働省からの

教育訓練給付金なる制度でした。これを受給して日本の予

備校に通い，大学院留学の準備をしました。出願の結果は

前出の通りでしたが，これで人生踏みとどまった，と 2 校

からの合格通知をわなわなと震えながら読み返しました。 

５．これで食っていくしかない 

30 代も半ばに差し掛かろうという歳で，脱サラして学

生になったわけですから，悠長に学生生活を謳歌すること

などできません。ここでコケたら人生また落っこちます。

授業は毎回，最前列の真ん中の席に陣取りました。今思え

ば，先生や他の学生から「こいつガツガツしてんなぁ」と

引かれていたかも知れませんが，そういう体裁とかを気に

しなくて良いのが自由の国アメリカです（アメリカはグレ

ートでした）。外資系企業で働き，海外長期出張等も経験

して英語力は一応何とかなるかと思って留学しましたが，

いかんせん，年齢的に暗記はまるでダメでした。 

こんな大チョンボも犯しました。TA で最初に担当した

のは Power Systems というクラスで，全く何のことか分

かっていませんでした。最初のオフィスアワーで学部生ほ

ぼ全員が TA に宿題について色々質問したいと集まって

来ました。全く勉強したことない内容を教えられるはずも

なく，答えを全部黒板に書き出して，皆それをノートに書

き写しました。自由の国のなせる業です。このことは先生

にも正直に話して，それ以降は TA としての責任を果たす

べく必死に勉強しました。最初は興味が無くとも，自分が

目指す将来に繋がると思えるだけで，アクセンチュア時代

とは全く異なる心持でした。 

自分の履修科目が 3 つほど，TA が 1 つというのが典型

的な 1 セメスターの授業数でした。これは仕事で例えれ

ば 4 か月が納期のプロジェクトを一度に 3，4 個抱えてい

る，というようなものでした。これは忙しいことは忙しい

のですが，例えばコンピュータラボでのワークは，予めあ

る程度用意された答えや結果にたどり付ける様にデザイ

ンされているので，実社会での問題解決に比べたらとって

も楽ちんでした。学生生活を送る中で，社会人の時代と比

べて，自分の時間をほぼ全て自分の為だけに使える，とい

うのはなんて贅沢なのでしょう，と感動したものです。感

動といえば自然環境に恵まれた土地でしたので，バーディ

ングクラブに属して学部生達に教えてもらいながら野鳥

観察をすることで感動も得ることができました（写真-1）。

人間どんなに追い込まれても休息は絶対に必要です。 

アメリカの大学院には授業の履修が全て終わった時点

で，Ph.D.の研究を本格的に始める資格を得るための

Candidacy Exam なるものがあります。大学によってその
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形態は様々でしょうが，私の場合は Ph.D.のコミッティー

メンバー4 人から出される筆記試験を 4 日間ぶっ続けで

受け，それをパスした後に全員を集めての面接試験という

ものでした。この試験は 1 回の失敗は許され，2 回目のチ

ャンスがあります。2 回目もパスできないと，Master の

学位を授けられ大学からは退学させられてしまいます。

Ph.D.候補生になっても，その後 3 年間でその資格は失効

するので，その間に学位を取得する必要があります。 

Ph.D.候補生になって，あとは Dissertation（博士論文）

の研究，執筆を残すのみで大学院を去る，俗に ABD（All 

but Dissertation）と呼ばれる人達がいます。アメリカ人

はこれができます。学位が無くとも就職できれば人生とし

ては問題ありません。ところが留学生はそうはいきません。

学位を取らなければ滞在資格も得られないし，違法就労し

かできません。その意味でも必死に取り組むしかありませ

んでした。それでも Candidacy Exam は 1 回目の面接で

うまく返答できずにコケかけました。「Satoshi はまだ準

備できてないのだろう」と，えらく難しい質問をしてきた

Dr. Ted Endreny が温情をかけてくれて，面接は次のセメ

スターまで延期になりました。Ted は今では i-Tree 開発

の良き同僚です。このころからは 20 年近い時間が経過し

ているにも関わらず，未だに，これから Dissertation を

書かねばならず途方に暮れているという悪夢を定期的に

見ます。 

６．Dave Nowak, Urban Forestryとの出会い 

アカデミックアドバイザの Chuck のグラントが終了し，

私を RAとして雇えなくなったと言われた 2007 年の夏休

み前，大学院の同期生である Greg Bacon 君からキャンパ

ス内の FS で RA として働かないか，と誘われました。彼

は既に FS で何年かの勤務経験があり，私が元々はソフト

ウェアエンジニアだったという話を彼のボスである Dr. 

Dave Nowak にして，じゃあ連れてこい，ってことになっ

ていたようです。 

言われるがままに Gregと一緒に Daveに会いに行きま

した。採用面接です。履歴書も何も要求されず，「Hi，お

前，ソフトウェア書けるのか？」「Hi, I’m Satoshi. Ah, 

yes」という程度の言葉を交わしたくらいで，数秒で終わ

った気がします。採用決定です。その年の夏休みから RA

として勤務し始め，現在に至っています。 

Dave の最初の印象はマシンガンの様に話す人，でした。

慣れるまでは話を聞き取るのに苦労しましたが，これが学

位取得後のキャリアや人生にとっての最大の出会いでし

た。後で知ったことですが，この Dave はなかなかの大物

でした。i-Tree とその前身である UFORE モデルを開発

して世の中に広めた張本人で，アメリカはもとより世界の

Urban Forestry の権威といったところかと思います。 

また，これは更に後になって知ったことですが，Urban 

Forestry の黎明期にこの新しいコンセプトについてアカ

デミアや実務者の間での共通認識を醸成するための The 

National Urban Forestry Conference を主導したのが

SUNY-ESF とこの FS のオフィスだったのです 14)。私が

個人用に使っているオフィスの本棚にタイプライターで

打ち込まれた，その会議録の冊子を見つけた時はお宝発見

という気分でした。これを編集したのが，私の Ph.D.学生

時代のコミッティーメンバーの一人，Dr. Lee Herrington

だったことには更に驚きました。その時には退官されてい

て，現在は他界されているので Urban Forestry 黎明期の

生の証言を聞くチャンスを逃したのが残念です。 

７．現在の生活 

2005 年，2009 年にそれぞれ Master of Science，Ph.D.

を取得し，学生生活は終わりました。そこからが本当にこ

の業界で食っていくための闘いです。とは言え，運よく FS

に潜り込んでいた私は i-Tree 共同開発企業である The 

Davey Tree Expert Company と FS のジョイントポジシ

ョンという形ですんなり雇われました。2012 年には日本

工営（株）の森岡千恵さんから問い合わせのメールを i-

Tree のカスタマーサポートの部署に頂きました。日本か

らの問い合わせということで私が対応させて頂き，そこか

ら日本の皆様との関係が始まりました。学位を取得したと

は言え，その分野を英語でしか勉強していないので日本語

の専門用語が理解できず，「こいつ大丈夫か？」と，皆さ

んには大変いぶかしがられたことと思います。 

2016年の学会誌大会特集号に i-Tree Ecoによる定量化

を日本で初めて行った論文を発表し，京都での大会に参加

しました。それ以降，日本の研究者，実務者とのコラボレ

ーションで技術報告の発表や研究集会等に参加させても

らっています 3-13,15)。コラボレーションはアジア各国へと

拡がり，Asian Urban Forest Network (AUFN)での活動

に繋がりました 2)。さらには，千葉大学の加藤顕先生のご

尽力により客員准教授なる称号も頂きました。一介のサラ

リーマンだった頃から考えると夢の様な話です。 

私はアメリカのニューヨーク州に 2003 年から居住し

ています。日本の皆さんはニューヨークといえばそれは高

層ビルが立ち並ぶニューヨーク・シティ（NYC）を想像さ

れるかも知れませんが，私が住んでいるのは NYC から車

で 5 時間程内陸に入ったシラキュースという地方都市で

す（写真-2）。日本の皆さんからは時々NYC の最新グリ

写真-1 2024年近所の公園で遭遇した Barred Owl 
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ーンインフラ事情について視察したいから案内して欲し

い旨の依頼を頂きます。その都度，NYC の職員として緑

化に携わっておられる島田智里さんをご紹介してきまし

たが，彼女の負担を減らすためにも，ニューヨーク州の地

方都市にも視察においで下さい。Tree City USA の認証 1)

を 21 年間取得していたり（写真-3），市内にはレインガ

ーデン等のグリーンインフラも多く設置されています（写

真-4）。2026 年には i-Tree のリリース 20 周年を記念し

てシラキュースでのカンファレンスを開催する計画も持

ち上がっています。 

組み込みソフトウェアエンジニアから環境エンジニア

へ転身し，今は日本の方々と日本のアーバンフォレスト，

緑化，グリーンインフラ等について，同じ夢や目標を語ら

い，それらを実現すべく活動させてもらうことができてい

るという夢噺でした。 
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